
平成 21年度総会 会議録

規約第 17条の規程により会議録を調整する。

(1)会議の期日 平成 21年 2月 22日 13.35

(2)会議の場所 さいたま市ソニックシティ会議室

(3)出席及び欠席者の氏名 出席 44名欠席 8名、氏名は別紙

(→ 会議に付した事件及び議事の経過 別記

会議に付した事件及び議事の経過

開会のことば 高桑副会長

会長あいさつ 八木会長

総会成立宣言 出席者 44名、委任状 8名

議長の選出 北本市の評議員、黒澤健一氏

書記の指名 秋元、藤井、奥村

議事録署名人の選任 草加市鈴木敏男氏、本庄市金井貞男氏

会議に付した事件及び議事

第 1号議案平成 20年度事業報告及び決算報告について

事業報告 田中事務局長
一般会計及び特別会計の報告 奥村事務局員
平成 20年度監査の報告 監事中山猛夫氏 (さいたま市岩機)

中山・監査意見として特別会計の予算書がないのは心残りだt数字が適切で間
違いがないと言うところの監査では適癬と言える。 

｀

(質疑なし、挙手全員により承認する。)

第 2号議案 本協会の規約改正について
条文の解説と説明 田中事務局長

噴疑なし、挙手全員により承認する。)

第 3号議案 役員の改正について
趣旨と経緯の説明、 田中事務局長

休憩→(休憩中に)地区ぷl評議員による理事の選出 (選出後)

再開→事務局報告・新理事の報告と承認について

(異議なし、で新理事を承認する。)

噺 理事が決定したの0
休憩→(休憩中に)役員候補を推薦する新理事会を開催

河本(狭山前選考委員長より正副会長及び正副理事長候補の選任者報告。

会長・八本岩男 (熊谷市)、 副会長鈴木敏男 (草加市)高桑芳男 (さい



たま市)石井健治 (深谷市)山崎忠則 (越谷市)の留任。
理事長・黒澤健一 (北本市)並木秀夫 0口須市)吉村正宏011越市)小原
孝 (杉戸町)の報告。

磯野(さ いたまつ 正副会長は留任なのに正副理事長は何故改選なの力ゝ

河本・正副会長については理事会の意向を尊重して選考した。正
~Jl理
事長

にはその根拠がない。

磯野・全国大会を控えて全員でやろうとしているのに改選はおかしい。

事務局長・全国大会は実行委員会で役員体制は既に決まっている。

理事会とは離して理解すべきだ。

磯野・納得できない。

黒澤・渋沢理事長を私が追い落としたような発言をされるが、とんでもな

い言いがかりだ。何のための選考委員会なのだ。冗談じやない。

磯野・(黒澤に)そ ういう趣旨ではない。選考委員長報告を了承します。

再開→選考委員長報告,役員改正の報告と承認について

○正Ell会長及び正副理事長は選考委員長の報告どおり         ,
O監事に中山猛 (さいたま市岩槻)植竹国夫 (羽生市)各氏の留任
○名誉会長に上田埼玉県知事、顧間に深井埼玉県議会議長

○専門委員会委員は提出報告書の通り

(異議なし、役員は選考委員長、報告事項は会長推薦どおりに承認する。)

○ここで入会された東松山市を紹介します。

第4号議案 平成21年度事業計画及び予算案の承議ヒついて
事業計画 田中事務局長、予算案 奥村事務局員 それぞれ説明する。

(質疑なし、挙手全員により承認する。)

第 5号議案 理事会から付議された議案について
○ここで入会された東松山市を紹介します。

①各専Fl委員長の報告は、後日評議員に配布することとして了承をする。

15.20

添付資料 総会資料・参カロ者名簿

閉会のことば 石井副会長

平成 21年 2ノ月25日

会議録は適正であります。

署名人      草力田市 鈴木 敏男 印

署名人      本庄市 金井 貞男 印



伝言板

選考委員会のあり方についてのFH5題点

①役員改選するときは突然の発表となり問題がある。

そのため、「やめる人の理解」を求める活動をしないといけないのでは
―

↓

考委員が前の役員から意見を聴取する場の設

選考委員は前役員から意見聴取をする。一任を再度いただく工夫をする。

例えば会長からご苦労さん

(これが欠けていた)

交代する予定者には概要報告をしておく

(これも欠けていた)

②選考委員会を開くための時間配分が急であつた。

0月 の理事会で選考委員 (こ こから選考に入る)

①役員改選するときは突然の発表となり問題がある。

そのため、「やめる人の理解」を求める活動をしないといけないのでl■

↓

考委員が前の役員から意見を聴取する場の設

選考委員は前役員から意見聴取をする。一任を再度いただく工夫をする。

例えば会長からご苦労さん

(これが欠けていた)

会前の理事会で原 を了承

総会を丸く迎える。


